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術後二時半 －ー1 -+ 2 （一） （ー） （ー） （ー〉
二十八時 -1 ＋~ （一） （ー） （ー） （ー）
25/VI 午後七時「アドレナPン」試験
法 射 前 ・ー1 +2 （ー） （ー） （ー） （ー） 常シ 度最高 射注． 
注射後三十分 +2 ＋諸 （一〉 （一） （ー） （ー） ユ後
街側 而。 十三
六十分 +1 +3 （ー ） （ー） （一） （ー ） 務モ分
九十分 （ー〉 （一〉 （一） （一） シ 健仮u ,. 。 テ
百サ分 N +2 （一） （ー） （一） （一） ユ尤比進
27／＇・I +2 +3 （ー） （一） （一） （一〉
28ハ＇l +2 ＋ ~ （一） （ー） （ー） （ー）
29/VI tー2 +s （一） （ー） （ー） i （一）
30/VI +2 +s （一） （一〉 （一）（一）









































膝蓋臆反射 「アヒレス射」 膝蓋猪揚 与引備 考臆反右 ｜左 布｜左
術 前 I+i I叶 ＋.I+1 I叶叶叶ベ
5/VIII 午後二時十五分右 LIY-LV摘出
術 二時酔 I+i I叶 N I作 一〉！ぺ ぺ （） ｜
G/VIII +i +i N +1 （一） （一） （一）． 
7!Vlfl +i +1 N +1 （一〉 （一〉 （一〉 （ー〉
8/VIII +1 +1 N +1 （一） （ー〉 （一） （ー）
9/VIII +i +i N +1 （一） （ー） 〈ー〉 （一）
10/VIII +1 +i N +1 （一〉 （ー） （一） （一）
11/VIII +1 +i N +1 （ー〉 （一〉 （ー） 〈一〉
12/VIII +1 +1 N +1 （ー） （ー〉 （ー ） （一）
13(VIU 午後七時「ア ドレナHン」試験
注射前 +1 〈ー 〉 （一〉 （一） （一）
注射後十分 . ~ +2 +1 +z （ー ） （ー） （一） （ー）
三十分 （ー ） （ー〉 （ー ） （ー ）+z +z ＋宮+z 
凶十分 +t +1 N +i （一〉 （一） 〈ー ） （ー ）
一 一一
14/VUl +1 +1 N +1 〈一〉 （一〉 （ー） （ー）
15/VIII +1 +1 N +i （一） （ー ） （一〉
16/VIII +1 +1 +t +1 （ー 〉 （一） （一）



















脂健闘！ r Y tレスJI蹄醐 備 考』臆反射
右｜左 ！右 ｜左右！左 右 ｜左
術 前 l叶廿I+i I +iI叶←）｜ベベ
18/IX 午後二時t;_LIV-LV摘出
術後四時半 I+2 +i +i 斗1 （ー） （ー〉 （一） （ー）
19/IX +2 +i +1 +i （ー） （ー） （一） （ー）
20/IX ＋空 +1 +1 +i （一） （一） （一〉 （一〉
21/IX +2 +i +1 +i （一） （一〉 （一） （ー） ． 
22/IX +2 +i +i +1 （一〉 （一） （ー〉 （ー〉
23/IX +2 +2 +1 +1 （一） （一） （ー〉 （一）
24/IX +2 +2 +1 +1 （一） （一〉 （ー） （ー〉
25/IX +2 +2 +i +1 （一） （一） 〈ー） （一）
26βX +2 +2 +i +1 （ー〉 （ー〉 （一） 〈一）
27/IX 「アドレナリ ンJ試験（午後七時）
法 射 前 +2 I +2 +1 +i （一） （ー） （一） （一） 居柊頃シ所子リfl有ヨテノト
法財後十分 +3 +s +s +s （一） （一） （一） （ー） シ詮 Pソ痔膝射漸ヲ~ I痛と, 
十五分 +s +3 +a +s （ー） （一）｜（ー ） （ー） 霊前 差言益，
二十五分 +s +s ＋δ +s （一） （ー） （ー ） （一） 射反復セー軽滅シ 培シク法乙., 
三十分 +2 +2 （一） （一〉 〈一） （） モ H三 ト加射射法。十十 店後
四十分 +2 +2 +i +1 （一） （一〉 （一） （ー） 而分リ身長二前シニ約リ分
28/IX ・十2 +t （一） （一） （一） （ー） ＝テシ 二十ニ復充テ十五；シ
29/IX +2 +2 +i +1 （一〉 （ー〉 （ー） （一） ス準 ソ三分テ。シ ノ分ニ 局












































膝輩格揚 足矯揚 備 考腿反射
右 ｜左 布｜左
術 部1I +iI叶N I N Iぺぺ叶←） ｜
一ー
l/VlI 午後二時三十分左 LIV-LV-S1摘出
一衡一縁側一帥 一 U「 M N I 一， i( ) ( ) ()itーI｝ 〉術後十八時 i+1 : +1 I N -2 I （ー ）（ー ） （ー）
山 一寸 －＝；＿－－！N iτ｜（ー ）（ー ） （ー）
3/VII +1 : +1 N -2 ; （一〉（一〉
川 I ~ ! N N I -2 I ｜（ー 〉（ー ） （ー ）（一）
〈一〉（一）
6/VII ! N N N -2 （ー ）（ー 〉 （一〉（ー ）
7/VII I +i N N -1 （ー 〉〈ー 〉 （ー 〉（ー ）
8/VII +i N N )I -2 （一）（ー ） （一）（一〉
9/VII +i ‘ N N i （ー 〉（一〉 （一）（一）…I +i N N 寸（ ）ー（一） 〈一）（ー 〉
11/¥"ll N N －ー1 （一） （ー） 〈一〉 （一〉
12/VII +1 +1 N -1 （一） （一） （一） （一）
13/Vlf ! +1 i +1 .N -1 〈一〉
一一
13/VII 「アドレナリ y」試験（午後七時）
泊： {l•t li! 化ス$董豊~t 射「+i -1 （一） ’〈一） ナ」モ後ア
注射後十分 （一）（一） （一）（ー ） シ鍵術 十；+a →3 +1 -1 。反飯I] 分
二十分 +2 +2 +i （一）（ー ） （ー ）（一）
射「ノ、＝ナ－ー1 ＝ア充シ 1
三十分 包ト1 N N -1 （ー ）（ー） （ー ）（ー ） ヒ進テ 主雪量レセ除
















































































































膝葦鍵反射 「アヒレス射」 膝蓋f量揚 足猪揚 備 考臆反
右｜左 右｜友 右｜左
一一
前｜叶＋1[ +1 I +1I叶ベ叶叶衡
28/IX 午後二時二十分左 LIV及ピ LV 問ll伏索／ ; 0,5穏及ピ 81摘出
術後四時半 ・ト1 +1 +1 ~＋s （ー〉 （ー） （一）29/IX +1 +i +1 +1 ( ) （ー〉 （ー） （一）
30/IX +i +i +1 +1 〈一） （一〉 （一） （ー）
l/X +t +t +t +1 〈ー〉 （一） （一） （ー）
2/X +t +1 +1 +t ｛一） （一〉 （一） （ー）
3/X +1 +1 +1 +1 （一〉 ｛ー） 〈ー） （一｝
4/X +1 +t +1 +! 〈ー） （一〉 （一） （ー〉
5／玄 +1 +1 +1 +1 （一〉 （ー〉 （一） （ー｝
6/X +J +1 +1 +t 〈ー） （ー〉 （一） 〈ー）
7,X 「アドレナリン」試験（午後三時〕
注 射 前 +1 N +1 +1 〈ー） （一） （一） （一） 健償lj分 シ ＝コ’ ー －ー し-
注射後十分 +2 +-~ 十ー1 +1 （一） （一） （ー） （ー） トシ子テ J
二十分 ＋空 ＋宮 +t +1 （ー） （ー〉 （ー ） （一〉 等同 奮テ 分後膿膝蓋 ; ’ 度ーョ ン
三十分 +t 4・1 +i +1 〈一〉 〈一） （ー） （一〉 ー復リ射反皇」法it 元 z滅
凶十分 +1 +1 +1 +t （ー） （一） （ー） （一）
主主。 弱ノ
セ術債｜！シミ後
五十分 N （ー〉 （一） （ー） （一）
9 五充十
+1 +1 +i 。ハ十進分
B/X +1 +1 (-) 〈一〉 （ー） （一）




























































一｜匝官官 膝葦猪揚 備 考
術 高官 右 ｜左右｜左 右｜友 l
28/IX 死骨giJ肉術
29/IX I -1-2 I ＋空 +2 +2 （ 〉ー （ー） （ー〉 （一〉
30/I玄 ，トョ +2 +2 +2 （一） （ー〉 （ー〉 （一）
1/X +2 +2 +2 +2 (') （一） 〈一） （ー）
2/X +2 +2 +2 +z （十） （ー） 〈一〉 （ー）
3/X +2 ＋宮 +2 +2 （！） （一） （一〉 （ー〉
4,x +2 +2 +2 (+) （一〉 （ー） （ー）
5/X -+2 +2 +2 +2 (-'・) （ー〉 （ー） （一〉
5／玄i 午後二時左 LIV及ピ 81／摘出
後日 1~1~1__±2_ ＋茸 （÷〉 （一） i二主三二L
6/X +2 ＋宮＋2 +2 （ト） （一〉 （一） （ー）
7/X +2 I +2 +2 +2 （ート〉 〈ー） （一） （ー）
8/X I +:I +. ＋~ +2 ('-) （ー） （ー） （一〉9/X 2 1 +2 +2 (+) （一） （一〉 （一〉
10／玄 +2 +1 +2 +2 C+> （一） （一〉 （一）
11/X 「アドレナ Hン」試験〈午後七時〉
注射前＋2 +i I +z +2 () cー）叶（一）
即諾豊射レシ警議館墜ナ；雪空蓋＇.雄干~ ”， 注射後十分 +1 +2 I +2 +z ( +) （ー）（ー）（ー〉 高。十。足 モ’L右側十五分 ＋匁 +2 +2 +2 (+) （ー 〉 （ー） （一｝ 五措揚／三足
二十分 +2 ぺ斗2 +2 ( +) （ー〉（ー）（ 〉ー 分品不モ減十捻弱分揚
三十分 +z +1 ＋宮 +2 （十）｜（ー ） ，（ー） （ー） シ着セー ノ、
テ明ルシ著
12／玄ー16/X迄コノ状態ヲ維持ス 充ト頃ヨリ膝蓋テ明度準ナ トハ後

















































































































（一）-1 N +1 三十分
、 ? 、 ． ????、
?? 、
（ー）（一）（一）N 斗 1N +i 9/XI 
（一）（一）〈ー）s +1 N +1 10/XI 
（ー｝（一）（一〉+1 I＜ー ）
+1 i （ー〉
+t +i +t 11/Xl 
（ー ）（一）+t +i +t 12/Xl 
???

















































I ≫奈蓋臆反射 鍵Lアヒ反レス射1 線護措揚 ｜ 足矯揚 備 声、，
｜右 ｜左 右｜左 ！右｜左｜右｜左
術 商I! +1 I +iI N I N lト）｜ぺベぺ
16/X 午後二時三十分右81及ピ LV ト81ノ問／｝伏索摘出
術後四時 +t +1 （ー〉 （ー） （一〉
17/X +1 +1 N f N （ー） （ー） ｛ー） （ー〉
18/X +i +1 N I N （ー〉 （一〉 （一） （一）
19/X +1 +t N N （ー） （一） （一） （一）
20/X N N （一）
2l!X +1 +1 N i N l ( ) （一〉（ー 〉（ー ）
22/X +1 +1 N N I （一） （一）（ー）（ー）
2：~（X: +1 +1 （ー）（ー）（ ）ー ！
2-l.iX +t +1 N N （一） （ー ）（ ）ー（一） ｜
25/4. +1 +1 N , "N （ー） （一）〈ー）〈ー） I 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14) I臼lier:l油田1snen•en . Berlin. 1924. 
15) Sahli: Klinische Unteγsnchungsrnetho<len IT. 2. I .eipzig. 1 ¥l20. 
16) Langley: l市川ton川1e!¥ en・ensy叫emI Tei!. Hedin. 1922. 
Zusammenfassung. 言語主唱え
I) Inゐlge der lumbo-saεralen sympathischen Ganglionectomie beim Menschen wurclen Patellar und Achilles-・ 
Sehnenreflex auf der operierten Seite eine Zeitlang schw礼cherals vor der Operation. 
2) Die Zeit bis zum Eintritt der Schache war nicht regelm孟ssig.
3) Nach von 2 bis Ir Tagen wt吋 eder schwacher gewordene Sehnenreflex wieder ebenso stark wie vor der 
Operation. 
4) Zwischen der Lage der resezierten sympathischen Ga暗 lien u吋 denschwach gewordenen Sehr 
(Patellar oder Achilles) wie den sonstigen oben erwぬnten Erscheinungen liesz sich kein bestirnmter Zusarnmenhang 
erkennen. Aber nur bei drei Fallen, bei welchen 4-5 lumbale sympathische Ganglien je der betreffende Grenzstrang 
zwiscl 
総魚崎静 [1!1 飾】 社z ~ 1 ~（ Ill （織幅緩 4く：：）
